
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～「信頼と共益」の市営交通～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２４年５月 

横浜市交通局 
 
 
 

市営交通 中期経営計画 

平成２４～２６年度 

平成 24 年 6 月 18 日

水道・交通委員会資料

交 通 局



はじめに 

 
 

いつも市営交通をご利用いただきありがとうございます。 

 

平成 19 年度から、交通局は、改善型公営企業として自主自立の

経営を実現するために、「市営交通５か年経営プラン(平成 19～23

年度)」を策定し、経営改革を推進してきました。 

お客様や市民のみなさまのご理解とご支援によりまして、着実な

経営改革を実現することができ、改善型公営企業としての新たな価

値を生み出すための環境が整ってまいりました。 

 

我々は、これまでの改革の成果を持続しながら、現状に満足する

ことなく常にチャレンジを続け、お客様や地域社会のみなさまと利

益を共有し、将来にわたってみなさまに信頼され、みなさまと共に

成長する「信頼と共益」の市営交通をめざし、３か年の新たな中期

経営計画を策定しました。 

 

この中期経営計画をもとに、市民のみなさまや地域社会から必要

とされ、愛される市営交通となるよう、職員一丸となって取組をす

すめてまいります。                        

 

平成 24 年５月 

横浜市交通局長 二見 良之 
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「市営交通５か年経営プラン（平成 19～23 年度）」の達成状況 

 

＜経営目標＞ 

事業名 目  標 
計画策定時

現状値 

目標年度 

目標値 

平成 22 年度 

実績 

平成 23 年度

実績 

経営目標 

地下鉄事業 

ブルーライン経常損益の黒字 
平成 18 年度

▲41 億円 

平成 23 年度

19 億円 

 

52 億円 

 

63 億円 

実質資金不足の改善 
平成 18 年度

▲56 億円 

平成 23 年度

▲24 億円 

 

▲16 億円 

 

▲7 億円 

経営目標 

バス事業 

経常損益の黒字 
平成 18 年度

20 億円 

平成 23 年度

1 億円 

 

9 億円 

 

9 億円 

一般会計からの任意補助金を

受けない 
16 億円 0 円 0 円 0 円 

実車走行キロ当たり営業費用

660 円以下 

平成 18 年度

705 円 

平成 23 年度

660 円 

 

737 円 

 

742 円 

  
＜主な重点施策＞ 

施策名 目  標 
計画策定時

現状値 

目標年度 

目標値 

平成 22 年度 

実績 

平成 23 年度

実績 

重点施策 1 

安全確保に

向けた取組 

地下鉄の事故等による 

長時間運転支障回数 

平成 18 年度

3 回 

平成 23 年度

0 回 

 

4 回 

 

3 回 

バス有責事故件数 

（走行 10 万キロあたり） 

平成 18 年度

0.6 件 

平成 23 年度

0.4 件以下 

 

0.48 件 

 

0.43 件 

重点施策 2 

増収に向け

た戦略 

１日当たりのお客様数 

・ブルーライン 

・グリーンライン 

・バス 

平成 18 年度

470 千人   

－ 千人 

386 千人 

平成 23 年度

470 千人   

126 千人 

341 千人 

 

492 千人 

104 千人 

318 千人 

 

489 千人 

109 千人 

328 千人 

重点施策 3 

コスト削減

に向けた 

戦略 

ブルーライン年間運営コスト 
平成 14 年度

148 億円 

平成 20～23 年度

103億円以下

 

98 億円 

 

96 億円 

人件費比率の引き下げ 

・地下鉄（ブルーライン） 

・バス 

平成 18 年度

27% 

75% 

平成 23 年度

22% 

56% 

 

19% 

67% 

 

19% 

67% 

バス運行委託の開始 ― 
平成 19 年度

2 営業所 

 

2 営業所 

 

2 営業所 

バスエコドライブの徹底 
平成 18 年度

2.38km/㍑ 

平成 20～23 年度

2.60km/㍑ 

 

2.56km/㍑ 

 

2.61km/㍑ 

 

 

 

【裏面あり】

 

参考資料

平成 24 年 6 月 18 日

水 道 ・ 交 通 委 員 会

交 通 局



 
 

 

 

 

 

 

施策名 目  標 
計画策定時

現状値 

目標年度 

目標値 

平成 22 年度 

決算 

平成 23 年度

決算 

重点施策 4 

資金収支 

改善の取組 

バス事業投資財源に占める 

自己資金 

平成 18 年度

0 円 

平成 23 年度

8 億円 
2 億円 8 億円 

重点施策 5 

お客様満足

度向上戦略 

IC カード乗車券(パスモ)の 

導入拡大 
― 

平成 20 年度

バス 100% 

 

バス 100% 

 

バス 100% 

重点施策 6 

設備投資 

戦略 

グリーンラインの 

総建設費の縮減 

平成 18 年度

2,500 億円 

平成 19 年度

2,450 億円 

 

2,414 億円 

 

2,414 億円 

重点施策 7 

環境対策 

の取組 

低公害バスの導入 

(電気式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ) 

平成 18 年度

在籍車両 

21 両 

各年度 

10 両導入 

10 両導入 

在籍車両 

61 両 

10 両導入 

在籍車両 

71 両 

重点施策 8 

地域貢献 

の取組 

生活支援サービスの導入 ― 
平成 23 年度

検討 
2 路線運行 2 路線運行 
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